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今
年
８
月
11
日
に
米
国
Ｃ
Ｎ
Ｎ
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
サ
ン
ジ
ェ
イ
・
グ
プ
タ
博
士
に
よ

る
メ
デ
ィ
カ
ル
・
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
「
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
」
が
放
映
さ
れ

て
全
米
で
大
反
響
と
な
っ
た
。
１
日
に
３

０
０
回
も
て
ん
か
ん
の
症
状
が
出
て
い
た

幼
児
を
救
う
た
め
に
奔
走
し
た
両
親
と
そ

れ
に
応
え
た
大
麻
草
（
以
下
、
麻
）
農
家

が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
あ
ら
ゆ
る
治
療
法

を
試
し
て
も
改
善
し
な
か
っ
た
の
が
麻
を

摂
取
す
る
こ
と
で
発
症
頻
度
が
１
週
間
に

１
度
程
度
に
ま
で
劇
的
に
軽
減
し
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
麻
の
医
療
利
用
を
テ
ー
マ

に
し
た
全
米
初
の
大
型
番
組
と
な
っ
た
。
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米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
農
作
物
は
、
２
０
１
１
年
時
点
で

医
療
利
用
の
麻
で
あ
る
（
図
表
１
）。
１

４
０
億
ド
ル
（
約
１
兆
４
０
０
０
億
円
）

と
い
う
市
場
規
模
は
、
同
州
の
農
産
物
販

売
額
で
第
２
位
の
乳
製
品
の
２
倍
近
く
を

稼
い
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
全
米
で
は
10

年
時
点
で
す
で
に
10
兆
円
産
業
と
も
言
わ

れ
て
お
り
、
世
界
で
最
も
有
望
な
薬
草
農

業
の
地
位
を
固
め
つ
つ
あ
る
。

麻
に
は
繊
維
や
食
用
だ
け
で
な
く
、
５

０
０
０
年
以
上
前
か
ら
痛
み
止
め
や
食
欲

増
進
な
ど
の
薬
草
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た

長
い
歴
史
が
あ
る
。
例
え
ば
、
世
界
最
古

日
本
で
麻
農
業
を
は
じ
め
よ
う

聞
い
て
お
き
た
い

大
麻
草
の
正
し
い
知
識

本
連
載
で
は
、
大
麻
草
を
研
究
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
博
士
号
を
取
得
し
た
赤
星
栄

志
氏
が
、
科
学
的
な
視
点
で
こ
の
植
物
の
正
し
い
知
識
を
解
説
し
、
国
内
で
の

栽
培
、
関
連
産
業
の
可
能
性
を
伝
え
る
。
薬
草
療
法
と
し
て
米
国
で
は
州
レ
ベ

ル
で
進
ん
で
い
る
麻
の
医
療
利
用
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
な
ど
を
中
心
に
米
国

で
は
10
兆
円
産
業
に
成
長
し
て
い
る
。
大
麻
排
除
を
呼
び
か
け
て
き
た
米
国
で

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

連　載

12
医
療
利
用
の
可
能
性

の
医
学
書
の
一
つ
で
あ
る
神し
ん
の
う
ほ
ん
ぞ
う
き
ょ
う

農
本
草
経
に

は
、「
麻ま

賁ふ
ん

：
大
麻
草
の
雌
花
」
と
し
て

紹
介
さ
れ
、無
毒
で
長
期
服
用
可
能
な「
上

品
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
日
本
で

は
、
江
戸
時
代
の
書
物
で
そ
の
薬
効
が
紹

介
さ
れ
、
明
治
時
代
に
は
喘
息
や
鎮
痛
の

医
薬
品
と
し
て
印
度
大
麻
草
（
草
、
チ
ン

キ
、
エ
キ
ス
）
が
日
本
薬
局
方
の
第
一
局

か
ら
第
五
局
（
１
８
８
６
年
～
１
９
５
１

年
）
ま
で
65
年
間
収
載
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
麻
の
有
効
成
分
が
水
に
溶
け

に
く
く
、
効
果
が
不
安
定
だ
っ
た
こ
と
や

他
の
強
力
な
薬
剤
の
登
場
に
よ
っ
て
近
代

西
洋
医
学
か
ら
姿
を
消
し
た
。
医
薬
研
究

ま
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
１

９
６
１
年
に
麻
薬
に
関
す
る
単
一
条
約
が

制
定
さ
れ
、
麻
薬
と
し
て
国
際
的
な
管
理

下
に
置
か
れ
た
た
め
、
多
く
の
国
で
医
薬

研
究
を
進
め
に
く
い
状
況
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
70
～
80
年
代
の
欧
米
諸
国
で

エ
イ
ズ
、
緑
内
障
、
ガ
ン
疼
痛
な
ど
の
自

己
治
療
の
た
め
に
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
喫
煙
し

て
い
た
方
々
が
自
ら
の
体
験
を
語
り
始
め

図表１：米国カリフォルニア州の農産物生産額（単位：億ドル）
た
。
草
の
根
的
に
治
療
効
果
が
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
と
、
法
規
制
の
矛
盾
を
解
消

す
る
た
め
に
医
療
利
用
の
合
法
化
運
動
が

始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
様
々
な
運
動
の
展

開
を
経
て
、
つ
い
に
96
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
で
医
療
利
用
が
合
法
化
さ
れ
る

と
、
次
々
と
米
国
各
州
で
合
法
化
さ
れ
て

0

大麻 140

乳製品 76.8

アーモンド 38.7

ぶどう 38.6

牛肉・加工品 28.3

園芸作物 26.8

（中略）

米 7.7
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引用元：在サンフランシスコ日本国総領事館「カリフォルニア州の農業概況2011」
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日本で
麻農業をはじめよう 12 医療利用の可能性

農
場
で
栽
培
し
て
配
給
所
か
ら
購
入
し
な

さ
い
！
」
と
い
う
ル
ー
ル
に
変
わ
っ
て
き

て
い
る
。
ま
た
、
適
応
疾
患
リ
ス
ト
は
平

均
９
つ
だ
っ
た
の
が
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ

ー
州
で
20
に
、
イ
リ
ノ
イ
州
で
40
に
増
え

た
。
幅
広
い
治
療
に
役
立
つ
こ
と
が
分
か

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
米
国
は
37
年
の
大
麻
課
税
法

施
行
に
よ
っ
て
産
業
利
用
、
医
療
利
用
、

嗜
好
利
用
の
す
べ
て
を
実
質
的
に
禁
止

し
、
ケ
シ
か
ら
採
れ
る
ア
ヘ
ン
と
と
も
に

大
麻
を
排
除
す
る
こ
と
を
全
世
界
に
普
及

し
て
き
た
国
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
今
で

も
連
邦
政
府
は
麻
の
産
業
、
医
療
、
嗜
好

の
す
べ
て
の
利
用
を
違
法
と
し
て
お
り
、

麻
を
医
薬
品
と
し
て
認
可
は
し
て
い
な

い
。
民
間
の
薬
草
療
法
の
一
種
と
し
て
人

道
的
な
観
点
か
ら
州
レ
ベ
ル
で
合
法
化
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
２
０
１
２
年
12
月

か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
州
と
コ
ロ
ラ
ド
州
が
ア

ル
コ
ー
ル
や
タ
バ
コ
と
同
じ
よ
う
に
マ
リ

フ
ァ
ナ
の
嗜
好
利
用
を
合
法
し
た
こ
と

で
、
麻
を
巡
る
法
規
制
の
議
論
は
ま
す
ま

す
活
発
に
な
っ
て
い
る
。

統
計
情
報
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
オ
レ

ゴ
ン
州
の
例
を
見
る
と
、
13
年
10
月
時
点

で
人
口
の
１
・
５
％
に
相
当
す
る
約
５
万

８
０
０
０
人
の
患
者
が
麻
の
医
療
利
用
ラ

イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
、
約
１
５
０
０
人
の

医
師
が
参
加
登
録
を
し
て
い
る
。
患
者
は

医
師
の
推
薦
状
を
も
ら
う
と
、
１
０
０
ド

ル
で
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
可
能
だ
が
、
１

年
ご
と
に
更
新
手
続
き
が
必
要
と
な
る
。

図
表
３
の
よ
う
に
、
患
者
の
使
用
用
途
の

65
％
は
ガ
ン
疼
痛
や
関
節
痛
な
ど
の
深
刻

な
痛
み
で
あ
る
。
特
に
モ
ル
ヒ
ネ
が
体
質

や
病
状
に
よ
っ
て
効
か
な
い
患
者
に
と
っ

て
マ
リ
フ
ァ
ナ
は
痛
み
止
め
と
し
て
有
効

な
の
で
あ
る
。

日
本
で
は
、
医
療
用
の
麻
栽
培
は
現
段

階
で
は
完
全
な
違
法
行
為
と
な
る
。
し
か

し
、
本
誌
２
０
１
３
年
８
月
号
で
紹
介
し

た
規
制
緩
和
を
目
的
す
る
「
特
区
制
度
」

を
自
治
体
・
病
院
・
農
家
が
三
位
一
体
と

な
っ
て
協
力
す
れ
ば
、
ガ
チ
ガ
チ
な
日
本

で
も
合
法
的
な
医
療
利
用
に
扉
を
開
く
こ

と
が
で
き
る
。
農
林
水
産
省
が
推
進
し
て

い
る
植
物
工
場
と
薬
草
栽
培
の
両
方
で
ピ

ッ
タ
リ
な
医
療
用
の
麻
栽
培
は
、
ま
さ
に

過
疎
地
域
の
農
業
振
興
に
最
適
な
作
物
に

な
る
だ
ろ
う
。

い
っ
た
（
図
表
２
）。
今
で
は
全
米
50
州

の
う
ち
20
州
と
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
医
療

利
用
が
合
法
化
し
て
お
り
、
過
半
数
を
超

え
る
の
は
時
間
の
問
題
で
あ
る
。
オ
ラ
ン

ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ス
ラ
イ
ル
、

ス
ペ
イ
ン
や
ド
イ
ツ
な
ど
で
も
一
定
の
条

件
の
も
と
で
合
法
化
し
て
い
る
。

米
国
で
は
、
同
じ
国
内
で
も
州
に
よ
っ

て
医
療
利
用
の
細
部
が
大
き
く
異
な
る
。

住
民
投
票
で
決
め
た
州
も
あ
れ
ば
、
州
議

会
で
決
め
た
州
も
あ
り
、
適
応
疾
患
（
医

療
利
用
で
き
る
病
気
）
の
数
も
異
な
る
。

所
持
量
や
患
者
が
栽
培
で
き
る
本
数
も
ま

ち
ま
ち
で
あ
る
。

患
者
に
麻
を
ど
の
よ
う
に
供
給
す
る
か

に
つ
い
て
は
、
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
リ
ー
と
呼

ば
れ
る
麻
専
門
の
薬
局
（
配
給
所
）
か
ら

の
購
入
と
患
者
自
ら
の
自
家
栽
培
と
い
う

２
つ
の
方
法
が
あ
る
。
こ
こ
数
年
は
「
自

家
栽
培
は
ダ
メ
で
、
州
政
府
が
許
可
し
た

州　　名 合法年 住民
投票 2009年人口 適応疾患

リスト 配給所 自家
栽培

栽培
本数 所持量 非犯罪化 嗜好利用

合法化

1 カリフォルニア 1996 56% 36,961,664 13+ 無制限 ○ ○ 12 本 226g ○ ×

2 ワシントン 1998 59% 6,664,195 10 × ○ 15 本 680g × ○

3 オレゴン 1998 55% 3,825,657 9 × ○ 3 本 680g ○ ×

4 アラスカ 1998 58% 698,473 8 × ○ 6 本 28g ○ ×

5 メイン 1999 61% 1,318,301 12 ○ ○ 6 本 70g ○ ×

6 ハワイ 2000 − 1,295,178 9 × ○ 7 本 85g × ×

7 コロラド 2000 54% 5,024,748 8 ○ ○ 6 本 56g ○ ○

8 ネバダ 2000 65% 2,643,085 8 × ○ 7 本 28g ○ ×

9 バーモンド 2004 − 621,760 7 × ○ 9 本 70g × ×

10 モンタナ 2004 62% 974,989 12 ○ ○ 6 本 28g × ×

11 ロードアイランド 2006 − 1,053,209 9 ○ ○ 12 本 70g × ×

12 ニューメキシコ 2007 − 2,009,671 12 ○ ○ 16 本 170g × ×

13 ミシガン 2008 63% 9,969,727 8 × ○ 12 本 70g × ×

14 ニュージャージー 2010 − 8,707,739 6 ○ × × 56g ○ ×

15 アリゾナ 2010 50% 6,595,778 13 ○ ○ 12 本 56g × ×

16 ワシントン DC 2010 − 601,723 8 ○ × × 56g × ×

17 デラウエア 2011 − 885,122 10 ○ × × 170g × ×

18 コネチカット 2012 − 3,518,288 12 ○ × × １ヶ月分 × ×

19 マサッチューセッツ 2012 63% 6,593,587 10 ○ × × ２ヶ月分 ○ ×

20 ニューハンプシャー 2013 − 1,324,575 20 ○ × × 56g × ×

21 イリノイ 2013 − 12,910,409 40 ○ × × 70g × ×

合計 / 平均 − 59% 114,197,878 9 − − 9 本 165g 約 3 割のみ −

引用元：http://www.oregon.gov/DHS/ph/ommp/data.shtml
（2013年10月現在）

深刻な痛み
65％

持続的な
筋肉けいれん
17％

深刻な
吐き気
10％

   発作 
（てんかんに
   限定されない）
   2％

癌  3％
悪液質（消耗症候群） 1％ HIV/エイズ  1％

緑内障  1％
アルツハイマー
病の興奮  0％

図表２：米国各州での医療利用の合法化状況

図表３：米国オレゴン州の医療利用の用途

引用元：http://norml.org/laws


